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富山県および広域の神社構成とその風の祭租 へ の影響

田上 善夫
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l はじめ に

強風は台風や低気圧 に伴 っ て
,
また地形によ っ て局地的 に

強化されて 出現するため, 風祭のような災害除け祈願の祭紀

は全国各地で行われる( 田上善夫, 2 000 a , b) ｡ も ともと暴風

の
.
ような自然の脅威を崇りとして捉え

,
災害からの無事を祈

る こ と は
,
祖先崇拝とならんで各地 に普遍的に み られた｡ 現

在 まで伝えられて い る風祭は , 地域 に よ りさまざまな形式,

規模 の もの が あ る( 田上善夫, 2 0 0 1 a) 0

風鎮祈願の 対象とされ る風神は, 多く は小南で ある風宮に

和られ る｡ 風宮の周辺 に は ほ か に も神社が多数存在し, 興宮

が地方的な性格をも つ の に 対して, それ らは全国各地た分布

する神社 が多 い ｡ 延書 式 の神名に みられ る よ う に, もともと
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各地域に固有の神が稚られ て い たが, その後およそ旧村ごと

に配られる神社は, 地方的なものだけでなく全国的なものも

混在する. 主要な名社は全国 にわた っ て勧請されて おり, 風

の祭稚は こうした地方的に和られる神社や全国的に分布する

神社の問で行われて い る( 田上善夫, 2 0 0 1 b) 0

と ころで , 各地 に勧請され て全国的に展開して い る名社に

せ よ
,
それ ぞれの分布に は差異が み られ る｡ こ れま で に , 特

定地域に おけ る神社分布が分析され て お り, たと えば富山県

婦負郡婦中町(長島勝正 ,
1 9 6 8)) , 青森県津軽地方(直江康

袷 ,
1 9 9 9) , 埼玉県大宮台地周辺(西角井正慶 ･ 小 口偉

-
･

柳川啓
一

･ 倉林正次 ･ 坪 井洋文 ･ 藤井正雄
･ 黒 川弘賢 ･ 薗田

稔
,
1 9 7 1) な どで , 神社分布 の特色とその 要因が明らか に さ

れ てV ゝる o 広域 に お い て は主要名社がそれぞれ個別 に自社の



集計を行 っ て お り, また都道府県単位で の体系的な集計に基

づ い て
,
名社の分布の概要が明らか にされて い る｡ ま ず全国

的 に分布す る に せ よ地域的な分布の中心がみられ るも のとし

て
,
天満宮, 白山社, 神明社, 諏訪社, 三 島社が あり, 天満

宮は北九州 ･ 大阪, 白山社は石川 ･ 福井 ･ 岐阜
,
神明社は三

重 ･ 愛知 ･ 岐阜
･ 新潟 ･

秋EEl , 琴訪社は長野
･ 山梨 ･ 群 馬

･

新潟, 三島社は愛媛に多く分布する｡ 次 に広範囲 に分布す る

名社として
,
稲荷社と熊野社があり

,
稲荷社は北海道 ･ 東北 ･

関東
,
熊野社は和歌山と東北に分布する｡ さ らに 全国的に分

布するもの として八幡社があり, 同社は東北日本におい て も

西南日本に お い て も満遍なく分布して い る(池上贋正
･ 柳川

啓
一

･ 池田 昭 ･ 宮家 準 ･ 宮田 登 ･ 薗田 稔 ･ 藤井正

雄, 1 9 6 3) ｡ さ ら に個々 の神社の立地す る位置に つ い て , 中

央日本で の解明が試みられ, 5 つ の代表的な型が得られ て い

る(T a g a m i , Y .
,
2 0 0 2) 0

勧請された名神
･

名社 は, それぞれ神徳ある い は ご利益な

どが異なるも の で あり, その分布の地域的差異 は各地 の風の

祭帝巳などに影響する こと が考えられる｡ しか し これま で の 地

域的 ･ 広域における分布調査は精度が不十分であり, また そ

の 差異にかかわ る要因に つ い て分析され ことは少なく, その

ため それらの影響に つ い ても明らかで は ない ｡ ｢平成祭りデ ー

タ｣ ( 全 国神社祭紀祭礼総合調査本庁委員会, 1 9 9 5) か ら は,

宗教法人で ある神社と合社などによりその境内に示巳られる神

社は , 合計1 20 , 1 7 2 社が数えられる｡ それより限られた名社

に つ い て
, 都道府県単位で の分布の概要が明らか にされて い

る( 神社本庁教学研究所 ,
1 9 9 6) ｡ 本論で は 主として同デ

ー

タ を用 い て , 富山県を例として主要神社の地域的な分布の特

色とそれ にかかわ る自然的 ･ 歴史的な要因を明らか にする｡

およ び全国的な分布の特色から分布を類型化して把握し
,
各

社の性格からそれぞれの分布が形成された経過 に つ い て検討

する
.
これ らに 基 づ い て

, 風の祭紀 の地域的な差異 に つ い て

の説明を試みる｡

H 地域内で の 神社分布とのか かわり

1 . 富山県での分布密度

富山県に は不吹堂とよばれ る風宮が分布する
一 方

,
全国 的

に分布する名社も多く, とりわけ神明社が卓越する ｡ 風宵は

富山平野に広がる扇状地の南部山麓付近や, さら に南の山間

部 に南北 に の び る谷 に沿 っ て多く分布す る｡ そ.の ため , 風 の

祭紀を神社分布や自然条件とのや
ゝか わ
'
りか ら分析す る上 で,

模式的な地域 の
一

つ と なる . そ こ で は まず名社の みならずさ

まざまな神社 が示巳られ る地域 に差異が み られ る｡ 現在 の市町

村など の行政単位 で集計す る場合に は , 海岸や山地などの よ

うな地形 の 違 い の 影響が現れない ため , 対象範囲をお よ そ20

h 7f の メ ッ シ ュ に 分 けて , メ ッ シ ュ ごと に密度を求 め る｡ さ ら

に グ リ ッ ド値 に基 づ い て算出され る等値線で分布を示す( 図

1 ) 0

富山県内の神社 は平野部に多く分布す る が , 密集す る地域
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が い く つ か あ る｡ 最大 は 氷見 の市街地付近 で
,
l メ ッ シ ュ あ

たり53 社が数えられ, l knf あたり で は2: 6 6 社 に あたる. は

かに も
, 中新川郡上市町 ･ 同郡立山町 ･

- 富山市の境界付近 ,

富山市中心部, 富山市 ･ 滑川市の境界付近 で
,
2 社/ k nfを超

える｡ 分布の中心とな るの は
,
氷見市街地付近を除くと

,
小

矢部川 ･ 庄川 の 河岸, 神通川 ･ 常願寺川 の河岸地域などで あ

る｡ 海岸付近 にくら べ るとやや内陸側に多く, ま た山麓付近

にも密集する傾向がみ られ る｡ その ため風宮がある地域で は
,

他の神社も多い こ とが わかる｡

同名の神社ごとにみ ると, それぞれ の分布する地域に は違

い がみられ る｡ 富山県内にとく に多い神明社と八幡社
,
お よ

びそ の他 の神社に分けて立地す る位置を示す( 図 2) ｡ 神明

社は富山平野 の庄川, 神通川沿 い に多く, 中央部の牛森から

呉羽丘陵に向けて少な い ｡
一

方 , 八 幡社は富山平野北東部の

海岸付近や
,
富山平野南部の山麓付近で多くな っ て い る｡ ま

ほ う だ つ い お うぜ ん

た宝達丘陵から医王山にかけて の 石川県との県境でも多い ｡

富山市 ･ 滑川市の境界付近や上市町 ･ 立 山町 ･ 富山市の境界

付近は神
■
明社 ･ 八幡社とも にきわめ て多く

,
したが っ て神社

密度も高い地域で あ る｡

こ の よ うに神明社と八幡社の分布は対照的で あり, ま た両

社は後述のよう に勧請年代が異な ると考えられ る｡ こ うした

差異が風の祭示巳にかかわ る こ とが考えられ るため
,
両社をと

りあげて
,
その相対的な分布の特色を明らか にす る｡ 神明社

の構成率と八幡社の構成率との差の分布に は, 上記の特色は

さら に明瞭にあらわれる( 図 3 ) ｡ す な わち神明社の卓越す

る の は平野部で あり, 八幡社の多い の は 山麓部であ る｡ ま た

神明社の集中地域は南北に分かれて お り, その間に神明社の

少な い 地帯が富山平野から砺波平野にかけて東西 に伸びてt ゝ

る ｡ こ こ は扇状地 でも扇端の湧水帯で
,
古くからの街道が通

るなど
,
自然条件 に恵まれた地帯で あ る｡ ただし風宮は神明

社, 八幡社の多い それぞれ の地帯にわた っ て い る｡

2 . 地形面とのかかわり

前述のよう に
,
風宮の みならず名社の分布の差異 に は

,
富

山に お ける自然的な条件がかかわり, 中で も土地の起伏の影

響が強く現れて い る ｡ 富山県内の地形 は , 第四紀地質から分

けられて い る
.(
藤井昭 二 , 1 9 9 2) ｡ 神社の 立地す る位置を,

上記の 地形面に着目して みると
,
とく に扇状地上 に神明社が

多数分布して い る( 図4 ) ｡ 富山県は とりわ け扇状地の 占め

る割合が高いが, そ こ に お ける土壌の保水性や洪水の危険性,

また新たな水利 の 困難などから新田開発 に遅れが生じた場合

があ る
｡
こ う した経緯は名社の勧請の年代差に つ な が り, さ

らに分布に反映したもの と考えられ る.
一

方 , 山地 に は八幡

社 の 分布す る よ うすが み られ る｡

こ うした各社の位置とそ こ の 地形条件 との か か わりをl 地

理情報シ ス テ ム を利用して分析す る｡ ただ し神社にも大社も

あれば小社もあり, 信 仰圏 で 知られ て い る よ う に, それは 影

響範車の広狭 に か か わ る｡ その た め神社 を単位とす ると大社

が過小 に評価され る の で
,
こ こ で はま ず各神社が影響す る範

囲を求め, 地形面別に主要神社ごとの影響範囲を求 め る(図5 ) 0



富山県お よび広域 の 神社構成と その 風の 祭面巳へ の 影響

こ の対象範囲内で は
,
各地形区の面債は広い順に

,
山地{

沖横地 , 扇状鞄, 段丘 で ある｡ 各社間で地形面とのかかわり

をくら べ る と
, 扇状地上 で は神明社が圧倒的 に広く, 段丘上

でも神明社が広い ｡ 沖積地上で は神明社, 八幡社の順 に広く,

諏訪社 ･ 日吉社も広い ｡ 山地 で は反対に八幡社
,
神明社の順

に広く
,
日吉社, 熊野社も広 い ｡ すなわち, 他社にくら べ て

神明社早ま, 扇状地と段丘上 に卓越して お り,
一

方多く の神社

のある沖替地や八幡社の多い 山地 で は
,
やや割合が低くな る｡

風宮の分布は扇状地の 山麓部やまた谷中の段丘などで あるた

め
, 神明社 ･ 八幡社とかかわる こ とに なる｡

3 . 創建年代からみた変遷

風の祭紀や風宮に は, 古より地域のとく に山の神と結びつ

くものもあれば, 後世に中央の神の勧請を伝えるものもある｡

古に は地域によりさまざまな地祇が稚られたが, 現在は特定

の名社や名神が全国各地 に多数みられ る｡ 延書式以降におい

て も
, 新た に土地が開拓され人々が居住するように なると,

た とえばその土地 の神や開拓の神
,

一

族の氏神
,
集落の鎮守

などが紀られたと考えられる｡ 風 の祭稚や風宮の変遷も, こ

う した神社の時代的な変遷の中にある｡

神社の由来はやがて失われ, 創建年代は不明 であ るか古よ

り和られ で い るとされるも のも多い ｡ 一 方
,
伝承

,
口 碑とし

て伝わるものがあり
, 由緒, 縁起が整う場合もある｡ た とえ

ば富山県神社誌(富山県神社庁, 19 8 3) に は , 富山県内の各

神社の由来などが記されて い る｡ 記される創建の年の信頼性

は必ずしも検証で きないが, 藩政期に はi E保年間以来たびた

び社寺書上帳などが作成され て お り, こ れらより当時におけ

る存在が確認され るものも多い ｡

すで に廃絶された神社は含まれて い ない の で , 変遷を明ら

か
.
にすること は困難で あるが, 神社誌の記載にもとづ い て創

建年代を集計する｡ 対象とした富山県内の神社総数24 31 社中

の過半数にあたる133 7 社で , 江戸時代以前の創建が伝えられ

る(表1) 0

各時代に創建された

神社は , およ そ富山県

内各地域に分散して V ゝ

るが
,
や や県東部で古

い も の が多く
, 県西部

で は新しい も の が多い

傾向がある｡ な お後世

の創建のもの を累積し

て い く と
,
各時代に お

ける およその神社分布

が得られ る こ と に な る

( 図 6) 0

ま た近世以降に創建

表1 宮山県の神社の創建年代

時代区分 神社数

古代
飛鳥以前 ･ 58

奈良 41

平安 122

中世

鎌倉 59

室町 79

戦国 178

近世

江戸初期 332

江戸中期 224

江戸末期- 24 4
■近代 . 不詳 10 94

江戸初期は正徳年間(1 7 11 -1 7 16)以

前, 江戸中期は文化年間(1 80 4
･

1 8 18)

以前｡ 江戸末期は江戸時代とされるも
の を含む｡ 伝承等にもと づき集計｡

の 社と中世以前に創建された神社の構成率の差を示すと, と

く に海岸付近 の 沖横地や扇状地 の扇央 から扇】頁に か けて は,

新期 に創建された神社 の 割合 が高 い ｡
一 方

, 古期 の創建 にな

るもゐは立山町から大山町
,
魚津市

,
入善町

,
氷見市 の 山側
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で 多い .J ま た扇状地の扇端部分で は ,
旧期に創建されたもの

と新期に創建されたも のが括抗する｡ およそ県東部と西部で

も宝達丘陵付近に･古い神社が多く , 狭義の富山平野 および砺

波平野付近は新し い神社が多 い ことがわかる(図7) ｡ ま た

古社の多い東部山麓は真言系寺院が多く
,
西部山麓も石動山

修験の影響の強い と こ ろで あるo 風宮が多数分布する の は ,

比較的新し い神社が多い 地域 にあたる｡

富山県でも廃絶されたもの を除き
,
各時代で の主要神社の

構成率は推移して い る( 図8 ) ｡ 前述 のよう に, 地域に固有

の神が紀られて い るところ に, 他から渡来の神が勧請されて

和られるよう に変化してきた｡ ただし富山県で は主要社でも

それぞれの推移は異なる｡ 八幡社に代表されるように構成率

は多く はそれ はど変わらな い が,
一

方特異なの は神明社で ,

平安時代以降に急増して近世にも増加 を続けて いる｡ 反対に

熊野社は古代に は多か っ たが, 鎌倉時代以降に は減少して い

る
｡
こ うした創建年代にみられる八幡社が古く神明社が新し

い傾向は , 分布地域の違い とかかわる｡ 八幡社が山麓や扇端

に多く
,
神明社が沖積地や扇央 ･ 扇頂 に多い ｡ それは勧請先

が前者から後者の地域に移 っ た こ とを示して い る.
L さら に富

山県で は風膏が多v 地 域である｡

‖ 広域で の神社の分布とその要因

1 . 主要な神社とその分布の中心

全国的にも風の祭絶や風宮の分布に は特色があり, それ に

は 周辺 の神社およびその変遷がかかわ ると考えられ る ｡ ｢平

成祭りデ ー タ｣ に は , 八幡社や神明社のように同名社が含ま

れ
,
類縁のもの を含めると全国 に5 00社以上が数えられる神

社は32 社 に の ぼ る( 田上善夫, 2 0 0 1り) . 各主要社は , 全 国 に

わた っ て分布する, ある い は特定地方に多い ,
な どの特色が

ある｡ 各主要社の数を都道府県ごとに集計すると
,
地方的 に

大きな差異の ある ことがわかる｡ それぞれ の中心 は, 本源と

目される地と は異なる ことも多い(表2 ) 0

これ ら32 社の中でもとく に多い 上位1 2 社を対象として , 市

町村別にそれぞれ の数を再集計する｡ なお神社に は異称のも

のがあるため
,
た とえば神明社に は伊勢社を含ませ てV ゝる.

ただし こ の は か に も類似の名称のも のもあり, 全て を網羅し

て い るわけで は ない ｡ また たとえば社名は異な っ て も
,
同 じ

祭神が含まれれば性格は類似すると考えられるが
,
こ こで は

対象としてし; な い(表3 ) o

広域で みると神社も人 口桐密な平地 に多く, 人 口希薄な山

地 で は少ない o ま た
,
西南日本で は多く

,
東北日本で は少な

い
｡ とく に東北地方北部以北, 北海道 で は 少ない ｡ ま た中部

地方 の内陸部や紀伊半島, 九州南部で も少な い ( 図 9 ) ｡ 広

域で の 主要各社の分布を把握す る､ため に
,
各社の絶対数 で は

なく市町村別 の各構成率, す なわち神社総数に対す る各社の

数を求 め, それ に基 づ い て 分布を把握す る｡ なお 全国的な分

布傾向を把握す るため に , 等値線を描画して示す｡



表3 主要杜を抽出するときの社名

神明社: しんめ い , 伊勢, 神明

八幡社: はちまん, 八幡, やはた, やわた

稲荷社: い なり
,
稲荷

熊野社: くまの

諏訪社: す わ

八坂社: やさか
,
ひかわ

天満宮: て んまん, て ん , きたの , すがわら, すがはら

春日社: かすが

琴平社: ことひら, こ んぴら

十 二社: じゅ う に

住吉社: すみよ し

日吉社: ひえ, ひよし, さんのう

各神社の表記にはさまざまな漢字が あて られて い るため

に
,
平仮名で の読み を基本と して抽出し, またこ れ以外の読

み のもの もあるために
,
漢字で の表記からも抽出する ｡ 全国

で 多数存在する社を対象とする｡ なお, 順は分布の類似によ

る ｡

2 . 市町村単位にみた主要各社の構成率分布

まず神明社は, 東海 お よび中部以北の 日本海側で多い ( 図

10- a) ｡ 神明社は富山県に732 社あり, 同県の神社の30 . 2 %

を占め る｡ 山形県で少ない の は, 皇 太神社の名称にな っ て い

るた め で あ る｡

八 幡社は
,
全国各地 に分布して い る｡ とく に多い の は中国

地方西部, 四国東部から紀伊半島t 北陸, 東海東部, 夷北地

方北部などで あ る(図1 0- b) ｡ 都道府県別に は石川県で の率

が最も高く, 同県の神社の1 7: 4 % を占め41 5 社あ る. 和歌山
こカ, わ

県の紀ノ川沿 い やそ の周辺地域で密度が高いが, 都賀郡粉河
ともぷ ち

町南部の真国川沿 に は か つ て鞘滑八幡神社の荘園があり, 今

で も八幡講などの活動が盛ん である｡ こ う した水系ある い は

流域で
一

定の分布範囲が形成され, さ らに都市の影響が重な

ると こ ろで多く みられる｡

稲荷社は北日本に多く, 東北地方で は熊野社の多い 地域と

類似する｡ ま た首都圏と近畿圏 でも多い( 図1 0- c ) ｡ 稲荷社

は
, 東 京都 に6 28 社あり, 同県 の神社の24 . 6

0
/o を占め てV ) る ｡

そ の 分布は都内23 区から武蔵野台地方面に伸び, ま た大宮台

地東部にも多くな っ て い る｡ ただ し荒川や多摩川沿 い で は 少

ない
｡ 京阪神でも稲荷社 が特徴的で あ る｡ 東京付近 の よ う に

都市部に多い が , と く に京都市南部, 大阪市, 神戸市に分布

の中心 が ある ｡

熊野 社 は
,
北 日本に多 い ｡ とく に多い の は

,
房総半島, 東

北地方南部
,
また東北地方北部の

一

部 な どで あ る(図10- a ) 0

諏 訪社 は, 中部地方東部に多い ｡ 長 野 ･ 新潟 県で とく に多

く
, 長野県 で も中心部 よりも, 県境付近で構成率が高くなる
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( 図1 0- e
l) ｡ 諏訪社は新潟県に959 社あり, 同県の神社の18 . 0

% を占め て い る｡ 信越付近で は諏訪社がとく に多い ｡ 諏訪社

の市町村別の構成率は , 長野県で は岐阜, 静岡,-. 山梨との県

境で高く
,
反対に長野盆地や諏訪盆地 で は低くな る｡ 国境の

鎌のように
,
長野県でも農村部で はなく

,
山村部に重要であ

る
｡
ただ し大社の影響範囲が大き い ため, 神社数で統計す る

と
, 盆地 の中心部で はその数は少なくなり, 構成率も下 が る

こ とが影響して い る｡ また, 新潟県でも諏訪社の構成率が高

い が
,
その範囲 は信濃川を通じて長野県とつ なが っ て お り,

むしろ水の神として勧請された こ とも考えられ る｡ 長野県北
みのち

部 に水内の神として稚られる こと の影響も含まれ る可能性が

あ る｡ ただし下越で は , 神明社の密度が高くなる｡

八 坂社は , 関東地方と東北地方 の
一 部 に多い ｡ 南東地方で

も関東平野の西半部でとく に多く, 埼玉県西部に中心をも つ

(図10- f) ｡ 八坂社は埼玉県に348 社あり, 同県の神社の10 . 5

% を占め て い る｡ とく に埼玉県から荒川沿 い に , 分布域が都

内に向けて伸び る｡ こ こ で も武蔵野 ･ 大宮台地と多摩川
,
荒

川, 利根川などの水系が影響して い るが, さら に江戸と い う

都市の影響が大きい ｡

天満宮は
,
西 日本 に多い ｡ とく に 四国地方西部から九州地

方中部に多い ｡ また瀬戸内から近畿地方にかけても, 分布す

るようすが みられる̀( 図1 0- g ) ｡ 天 満宮 は熊本県に7 36 社 あ

り, 同県の神社の2 3 . 6 % を占め て い る ｡ 九 州中部で の天満

宮の分布は東西方向に伸びる傾向がみられ る｡ 阿蘇郡阿蘇町

の周辺 で は天満宮の構成率がとく に高く, およ そ熊本市や大

分市のような都市部よりも こ うした山地 で構成率が高くなる｡

こ れは長野県の諏訪社と同様, 本社の周辺 はそ の影響圏とな

るため に
,
小雨は存立しな い こ

′

とがかかわるた めと考えられ

る
｡

3 . 広域の神社分布の類似性

主要社に は , 構成率の 分布や構成率が最大とな る都道府県

の類似す るも のがみ られ る｡ それら に は神社の性格の類似す

る場合もみ られ る｡

稲荷社 ･ 熊野社をはじめ , 琴平社 ･ 山社 ･ 愛宕社 ･ 皇大神

社 は東日本に中心 があ る｡ 東京や大阪 の周辺で は, そ の 割合

が著 しく高い ｡ 伏見稲荷神社をはじ め稲荷社で は, 五穀 を司
うかの み た ま の か み

る倉稲魂神などが和られ, 稲霊信仰 に結び つ く｡ 多く は無格

社や屋敷神 であり, 中世 以降 に は 殖産 ･ 商 業 の神とも された

こ とが
, 農村や都市で の拡大 に結び つ い た｡

八 坂社をはじ め
,
水神 社 ･ 日枝 社 ･ 鹿 島社 ･ 浅 間社 ･ 香取



富山県および広域の神社構成とその風 の 祭紀 - の 影響

′ ー● ●′
′

. . i .
)--

/

● 1 ･
へ J

-

)
/--
/ ～

-' T

.-:

0

●

･
-

●

-

●

●

√

.

｣
′

′

′

3 0

.

r 儀

)

谷
60 kJ71

図1 神社密度の分布 国2 神明社と八幡社の分布
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の メ ッ シ ュ をかけ
, そ の 中心点で 神明社が最も集中す るのは 中新川郡立 山町中心部で

,
次

代表させ るo 数値は 1 メ ッ シ ュ ( お よ そ 1 9 .9 1 k m 2) あた い で東砺波郡福野町中心部で あるo 八幡社が最も集中する

り の神社総数である｡

図3 神明社と八幡社の構成率差

両社を 10 社以上含むメ ッ シ ュ を対象と し
,
神明社数

一

八

幡社数を示す｡
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園5 地形別の各社の 面積

各地点はそ こか ら最も近い神社の影響下にあ ると し, 近

接関係により各社の影響範囲を求め る
｡
主要神社 ごと の影

響範囲を図 4 の地形面別 に求める
｡

の は , 婦負郡八尾町北部
,
富山市 ･ 滑川市境付近で ある｡
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各社は扇端や山麓部, ま た谷に沿 っ て とくに集中して い

る｡

園6 創建年代別の 神社分布

伝承 され た神社の創建年代を
,
平安時代まで の古代, 戟

国時代まで の 中世, 江戸時代の近世に分ける.
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園丁 新期, 旧期に創建された社の構成率差

メ ッ シ ュ ごと の総神社数に対す る近世以降創建の 杜と

中世以前創建の社の 率の差で示す
｡
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園 8 主要社の構成率の変化

各時代までに創建された各社累積数よ り構成率で示すo 図1 0 市町村別の主要社の構成率 -

a 神明社

60 0

図1 0 -

c 稲荷社
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富山県お よ び広域の 神社構成 とその 風の 祭紀 へ の 影響

社は関東平野に広く分布する｡ もともと京都東山に八坂社,

牛頭天王社, 祇園寺があ っ て , こ れら は ともに祇園会ある い

は夏祭りをした｡ 祇園の御霊会 は旧六月十五日で , 失 脚 した

貴族の霊を慰め るととも に, 疫病や病虫害の流行を鎮め る こ

とが祈願された｡ 疫病を鎮める神として広まり, また天王社

は
,
神仏分離後に八坂社, 八雲社, 氷川社と改称されたも の

が多い ｡

諏訪社をは じめ, 大 山祇社, 十二社, 三島社は, 中部地方

東部に多い o 諏訪神社には, 地域の名が冠せられたも のなど

も含め て い る｡ 諏訪社の分布は , 長野を はじ め中部地方 の山

間部に多く, ま た新潟県の平野部にも多数集中して い る｡

八幡社
･

神明社を はじめ, 白山社
･ 秋葉社 ･ 春日社 ･ 津島

社は, 中部地方西部に多い ｡ 八幡社は各地 に分布するが, と

く に濃尾平野や北陸地方に多く分布する｡ 八幡社は, 東大寺

の鎮守として勧請され て, 国家鎮護の神として古くから崇敬

を集めた｡ 鎌倉で は武士が崇敬し, 武士が各地 に散らばる中

で
,
全国 に あまねく広が っ た とい われ る｡

厳島社
･ 住吉社 ･ 荒神社 ･ 大歳社 ･ 賀茂社は , 西 日本に多

い
｡
また

,
天満宮をはじめ , 若宮

･ 蛭子社 ･ 日吉社 ･ 貴船社

は九州 に, 主 と して分布する｡

こ う した主要社の分布に類型が生じ る の は , 勧請年代や機

能の相異する ことなどによ る｡ ただし地域に は その広狭にか

かわらず
,
さま ざまな神社が混在して い る ｡ 主要社と い えど

ち, 単
一

で その 地域の特色を示すわけで は なく, むしろそれ

らの複合
,
組み合わせとして把握が容易 であり, さら に風の

祭稚や風宮とのかかわりが明らかに なると考えられる｡

IV 広域における主要社の構成

I . 主要神社の数とその構成の分類

主要社ごとに分布の様相は異なり,, 市町村別に最多の主要

社が異な っ て くる( 図1 1) ｡ 最多の 主要社に は地域的なまと

まりが認められ る｡ さら に各地域にあ る主要社の組み合わせ

にも
,
地域的特色があらわれ る｡ 市町村単位で の主要社の数

を示す( 図1 2) ｡ 主 要社の数から地域によ っ て神社の構成が

異なる ことが明らかで ある｡ さら に都道府県単位で集計する

と
,
東北日本から西南日本にかけて差異がある ことがわかる

( 図13) ｡ 都道府県単位で の神社構成に つ い て , ク ラ ス タ
ー

分析を適用して分類す る｡ その結果, 5 つ の構成型 が設定さ

れた( 図14) 0

これ ら5 つ の構成型 の内容は , 以下のようである( 図15) 0

神明(
･ 諏訪

■

･ 八 幡) 型 : 神明社(13 . 4 % ) を主 に , 諏訪社(7 . 1

% ) , 八 幡社(9 . 1 %) が 多い ｡ 秋葉社
,
津島社

,
神明社,

白山社, 十 二 社, 諏訪社 は こ の 型 に最も多 い ｡

天 満型 : 天満宮(14 . 1 % ) を主 に ,-一八幡社, 稲荷社を含む｡

琴平社, 大 山祇社, 水神鑑 真船社, 天満宮, 若宮は こ の

型 に最も多い ｡

八 幡型 : 八幡社(10 .
4 % )･ が多く, 天満宮, 稲荷社を含む｡

八幡社 春日社, 琴平社, 三 島社 , 厳 島社, 大歳礼 住吉

社
,
賀茂社, 荒神社 は こ の型乙と最も多い ｡
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八 坂( ･ 稲荷) 型 :

八 坂社(8 . 3 % )

の 多い こ と が特

色 で
,
稲荷 社

(9 . 1 % ) も多く,

八幡社, 天満宮

' を含む｡ 愛宕社,

鹿島社, 香取社,

浅間社, 日枝社

は こ の 型 に最も

多い ｡

稲荷(
･ 八 幡) 壁 :

稲荷社(l l . 4 % )

を最多に , 八幡

社(8 . 3 % ) も 多

く
, 神明杜, 天

満宮を含む｡ 熊

野社
,
山神社は

_ こ の 型 に最も多

い
｡

5 つ の 型 に属す

る都道府県の分布

によれば
,
お よ そ

東北日本から西南
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日本 に かけ て差異

がある( 図16) ｡ ただ し市町村単位でみた場合に は, 同じ県

内でも地域的差異があらわれ る｡

2 . 神社構成型の分布

稲荷型に は, 北海道
･ 東北地方と関東南部の 3 都県, 静岡

･

三 重 と大阪, 鳥取の各府県が属す る｡ 異 なる地域特性をも つ

範囲にまたが っ て お り, その うち鳥取県は後述のよう に主要

社の占める率がきわ め て少な い ｡ 東北地方でも日本海側の海

岸部, 盆地部に は 主要神社が多く , 太平洋側の宮城から青森

の南部地方 にかけて は, 神社数自体が少な い ｡ また東北北部

は神明社, 八幡社, 稲荷社を最多とする市町村が モ ザイク模

様に分布して い る｡ 東北南部は稲荷社と熊野社が多く, 福島,

山形 で は神社の総数が多いが, 稲荷社の ほか にも八幡社と神

明社が多い ｡

八坂 型 は関東地方北部の 4 県に分布し, 利根川流域が中心

で ある｡ 関東地方はまた, お よそ全域に稲荷社がみられ る｡

とく に東京を中心 に卓越して お り, ま た房総半島で は熊野杜

が多い ｡
す なわち

,
北関東中西部で は八坂社が多く,.. 東京周

辺 で は稲荷社 ,
房総 で は 熊野社と八幡社 とな る｡

神明型 は中部地方 に分布し, 太平洋側か ら内陸, 日本海側

まで連続す る｡ とく に名古屋周辺を中心 に, 中部地方西部に

神明社が卓越する｡ 中部地方東部で は , 新潟北部は神明社が

卓越する が ,
信濃川流域であ る新潟県南部をは じめ, 天竜川

く びき

流 域や頭城七谷も同様 に諏訪社が多 い ｡ ま た 山村部は諏訪社

で は なく , 十二 社 が それ にあた る｡ また, 北 陸で は東 は神明



社で あ るの に対して , 西 で 八幡社が多い ｡

八幡型 は お よそ北陸 ･ 近畿 ･ 四国 ･

中国地方 に分布す る｡

ただ し近畿地方で は
,
京阪神から兵庫県東北部にから才て , 稲

荷社が多く
,
その 周辺 で は 八幡社と天満宮が多い ｡ そ こ古ま伏

見稲荷, 石清水八幡宮, 熊野大社, 春日大社などの名社の集

中する地域で ある ｡ 中国地方 でも山陰で は
,
稲荷社が多 い ｡

瀬戸内東瓢 また四国西部で は天満宮も多数見られ, 香川 に

は八幡社や天満宮が混在す る｡ 徳島で は八幡社が多く
,
海岸

部に は八坂社が多 い ｡

天 満型 は九州全県に およんで い る｡ ただし沖縄県は含まれ

ない が
, 沖縄県は神社数自体がわずかで ある｡ 九州地方でも

有明海沿岸で は天満宮がとく に多く , さ らに東に天満宮の多

い 地帯が続い て い る｡ た だし大事府やその北に は天満宮が少

ない ｡ 九州南部に はさまざまな神社が混在す る｡

風祭が行われ る地域( 田上善夫, 2 0 0 0 b) とく ら べ る と, 稲

荷型 の分布地域は
,
とく に都市部で は対応がみられな い ｡ 八

幡型 は中国地方西部を除v ) て
,
あま り対応しな い ｡ 神明型 は

中部地方東部でよく対応するが, そ こ は諏訪社の多い 地域で

もあ る
｡

一

方八 坂型 は北関東でよく対応して い る｡ また天満

型 の地域もとく に九州北部でよく対応して い る｡

V 地域差とその形成に関する検討

I . 祭紀施設としての神社の地域的特色

前述のように著名な神社を指標とす ると, 神社の全国的な

配置に は風祭とのかかわりが みられ る ｡ それ は, 地域の祭り

が神社で行われ, そ こ に は諸機能神が和られ て い る の で
,
風

鎮祈願の祭絶ともなんらか の結び つ きがあろため と考えられ

る｡ ただし神社の構成率の分布そのも の は, 必 ずしも風祭の

分布に対応するもの で は なく, また関連するもーの にしてもそ

こに い たる経過やそ の意味は不明で ある｡ 以下に神社の性格

などを分析する ことにより
,
若干の検討を お こ なう｡

まず
,
こ こ で の32 の主要社の占め る位置は, 都道府県によ

り異なる( 図Ⅰ3) ｡ 主 要社の 占める率は , お よ そ東北日本で

高く, 西南日本で低 い傾向 がある｡ とく に新潟県と富山県で

きわ め て高く
,
7 0 % を超え る｡ 一 方

,
鳥取県や 三重県で

■
は低

く
,
それぞれ20 %

,
3 0 % 程度で ある｡ こ の 率が高い 地域で は,

広域 に分布する神社を受容する ことが多く, か つ 従来からそ

こ に存在した神社の変容が大きか っ たも の と考えられ る｡
一

方 この率が低い こ と は地祇の紀られる割合が高い こ とを示し

て お り, そ の 地域 で は渡来す る神 が少なく
,
とく に 古 い 時代

に新田開発などが進み
,
そ の 後に他所から受容する こ と

､

が少

なか っ たも の と考えられ る｡

さら に主要社の み ならず, 神社自体が宗教 の 諸施設に占め

る位置が全国的 に異な る こ とで あ る｡ たとえば神社同様に全

国 に分布す る寺院とくら べ て も, 地 域 内で それぞれが 占め る

率は 同じ で は な い (図1 7) ｡ 神社 は 北関東, 信 越 , 四 国 , 九

州 などで は
,
相 対 的に高い率を占め る｡

一

方 , 寺院 は 北海道

と東京
,
名古屋

,
大 阪 の 三大都市圏と, 山口 で 多 い ｡ 北陸 は

全国的な傾向で は 中間的な位置 にあ る｡ 後者 の よ うな値 の 小
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さ い と こ ろで は
, 祭死 に 与え る影響が小さ い こ とも考えられ

る
｡

ただし神社や寺院などが事業所として統計され るとき に は
,

様相がやや異なる｡ 平成I1 年サ
ー

ビ ス 業基本調査結果から,

都道府県別に神道系や仏教系などの率を求めると, 各県でそ

れぞれの 占め る率が異なる( 図1 8) ｡ 神道系宗教の構成割合

が最も高い の は 島根県 で全体の25 . 6 % を占め て お､り
, 鳥取

県
,
愛媛県

,
岡山県

, 宮崎県が続く｡ 仏教系宗教に つ い て み

れば
, 富山県 が最も高く8 7 . 1 % を占め , 福井県, 山梨県,

滋賀県, 石川県が続く｡ l 宗教あたり の宗教教師数は神社本

庁で0 . 3 人( 文化庁宗務課 ,
199 9) と他に くら べ て 少な い た め

に
,
先の寺社 の 施設数からみた場合とは差異 が で る｡

なお キ リ ス ト教系宗教に つ い て み れば, 沖縄県で は63 . 3

% を 占め て 他 よ りずば抜けて高く , 東 京都 が1 6 . q % で それ

に 次 ぐ｡ そ の 他 の 宗 教 の 場合 に は
,
奈 良 県 の31 . 0 % を最高
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図11 市町村別の最多神社の分布

市町村 ごとに最も数の 多い神社を抽

出 し
,
全国的に主要な七社が筆頭社であ

る市町村に つ い て示す｡ 地域に より代表

的な神社が異なるこ とが明瞭である｡



図1 2 市町村別の各主要社の数
･,
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: :
,

: , ,fぎ 全国的に多数を占め る主要七社 に つ い て示

す｡ 八幡社は各市町村に最多でなくても, 広域
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富山県お よび広域の 神社構成と その 風の 祭稚 へ の 影響

に大阪府が続く ｡ 大阪府で は , 天 理教を はじめ諸教の 団体

(4 , 8 4 1) や 教派神道は じめ神道系教会(575) が全国最多で あ

る(文化庁宗務課, 1 9 9 9) ｡ こ れら の 地域で は現代ある い は

近代以降の変化が大き い が, 近世以前に神社の勧請や変容に

っ い て さまざま にかかわ っ た ことが考えられる｡ ただ し関西

に は古く大きな社寺が多く, その信仰圏が広い こ とから, 施

設や事業所 として統計した場合, その数 は少なくなる可能性

があ る｡

2 . 地方的に分布する神社
't のかかわり

前節のように富山県をはじ め東北日本で は, 主要社が占め

る率が高し.
ゝが

, 古く は他の地域と同様に土地 に固有の神社が

多くを占め て い たo 在来の寺社以外が導入された地療は風の

祭絶との結び つ き は薄い が, 勧請神が和られる地域で風の祭

和が行われな い わけで はなく,
一 方で 地祇が和られ る ことは

必ずしも風の祭稚 に結び つ かな い ｡ それに は地域固有の社が

稚られる経緯がかかわり, たと えば以下のような場合にみら

れ る｡

関東地方に は八坂社が多い が, 祭神を同じくするさ い たま

市の氷川神社は, 延書式にもある武蔵
一

宮で ある. 氷川神社

は埼玉県に16 9 社, 東京都に68 社あり, 東は元荒川から西 は

多摩川 の地域に分布する｡ 東京の台地上の古い集落に氏神と

して和られるが, 都心部から低地 にかけて は ほ とんどみない ｡

1 4 世紀後半噴かちさ い たま市の周辺 に勧請され, 戦国時代後

期が
一

つ の ピ
ー クで あ っ た｡ 農業神として新田開発の進展を

媒介として , また市神として申の所在地 に修験者により勧請

された｡ さ らに洪水除けの神の宇奈根神などは, こ うした氷

川神にかわ っ て い っ た(西角井正慶
･

藤井正雄
･ 小 口偉

-

,

1 9 7 1 ; 牛山佳幸
,
1 9 9 2) 0

この 武蔵
一

宮の氷川神社に対し七, .下総
一

宮の香取神社は ,

利根川水系に分布する｡ 元荒川の東に位置する, 新た に開拓

された村々の氏神であ る｡ また久伊豆神社は, 氷 川神社と香

取神社の間の元荒川を中心 にみられる｡ 香取
･ 久伊豆神社を

ま つ る地域は洪水が多く, 定住村落が成立したの は1 0 世紀前

後と推定され, 中世以後に和られたとみられる(西角井正慶
･

藤井正雄 ･ 小 口偉
-

,
1 97 1) 0

それらより利根川の上流側で は長良神社が多く, 群馬県邑

楽郡で はその関連したもの を加え ると, 全体の30 % 余りを占

め て い る｡ ナガ ラさま は洪水のときに流れ着 い た神, また蛇

体の神とも い われる｡ 当初は水の社として の性格を有し, 伝

播の後農業神, ウ ブス ナ神 へ と推移したと考えられて い る

( 倉林正次
･

黒川弘賢
･ 坪井洋文

,
19 7 1) 0

こ れ ら関東平野に位置する神社は, 地域内で勧請され伝播

してきたが, 分布地域が明瞭に異なる｡ 氷川社は, 大宮台地 ,

武蔵野台地上 に分布し, それに 対して香取社
･ 久伊豆社 ･ 長

良社などは利根川の洪水被害の ある地域に分布す る｡ 後者は

中世以前に土地を開拓して住民 が定着した際 に, 共通 の 自然

的基盤を有す る地域から勧請され て自然災害の脅威から地域

を護り, さ らに鎮守として和られ る に 至 っ たと考えられ て い

る
｡

, すなわち地域に固有
の神社でも, 近隣から勧請され分租さ

れるに は その 地域の条件が潜在的に影響して おり, それゆえ

主要社と他の社との多寡は風の祭絶と結びつ かな い と考えら

れる. む しろその神徳あるい は機能が勧請の要件であれ味

風の祭絶ともそうした機能がよりカ
;かわりをも つ こ とに なるo

機能とい う点からみれば, 関東地方でも東京周辺 に多数分布

する稲荷社は, 先の氷川社などが本社で あるの に対して境内

社として紀られるものが多く, 商業の神として の機能が強く

要請された ことを示して い る｡ こ う した地域は, 先の香取社

などを稚 る地域にくら べ て自然災害除け祈願の機会は少なく,

さ らに風の祭稚 は伝わりにく い もの と考えられ る｡

3 . 山の神信仰とのかかわり

風宮が山草に位置し, 強風が山から吹くと認知されて い る

と ころが多い た め
,
こう した山の神, 山岳信仰が風祭と重合

する可能性は大きい ｡ 山 に ちなむ神社は, 新潟から福井にか

けて の北陸地方 で は ,
立 山社, 剣社, 戸隠社, 弥夢社, さ ら

に牛隷札 黒姫社, 八海杜, 守門社などが分布する( 田上菩

夫, 2 0 0 2) ｡ これ らの 周辺地域で は, 山 が風神と同
一

視され

る場合もあ る｡

ただし山 にちなむ社でもそ の性格は複合的で ある. .群馬県
ほ たか や ま

利根郡に ある武尊山の周辺 で は武尊神社が多い ｡ 同社の喪神

は日本武尊で , 鎮守
｣ 氏神として稚られて土地開拓

･ 産業守
･ ほだか み の か み

護性格もも つ ｡ また信州穂高神社の祭神で ある穂高見神も祭

神に配され, 同神は水の神で もあ る｡ さら に武尊の神と諏訪

の神は夫婦神であるとい う伝承もある(倉林正次
･ 黒川弘賢 ･

坪井洋文, 1 971) ｡ こ う した変容や習合があるために , 現在

の山岳信仰は風の祭和とはやや異 にす る.

またもともと山を対象とした信仰は , 各地 で自然 に発生し

たが
,
その 内容に は大きな地域差がある｡ 集落より20 0 m 以

上高い 山中に位置する社寺は , 全 国で 700 が数えられるとい

う｡ 関東, 近畿, 岡山, 香川, 松山,一宍道湖など, 人 口桐密

な平地 に臨んだ山地 に多く, 北上, 会津, 魚沼, 富士, 飛騨,

白山
,
西中国

,
南宮崎など, 深 山や僻地 で は希薄で ある｡ ま

た東日本で神社化する
一 方西日本で は寺院化する傾向があり,

とく に奥羽, 南四国, 九州で神社化し, 近畿中部から瀬戸内

で は寺院化して 小 る(千葉徳爾, 1 9 8 5) 0

さら に近畿から瀬戸内で は, 狩人が発心入道して その山の

開祖となる閲創縁起が多い ｡ それ は生命の再生強化に重きを

おく修験道に近 い が, 修験者は山岳社寺の祈祷部門を担当し

たり, 里 山伏化して天台 ･ 真言の山岳信仰の維持に大きな役

･割を果たした(千葉徳爾, 198 5) 0

すな わち山の社寺は修験とのかかわりが深く, それが西日

本の場合 に は仏教系の信仰 へ と変容す る こ と にな っ た ｡ 風 の

祭紀 は もともと仏教によりもたらされたも の で は な い が, こ

う した西日本を中心とした山中の社の寺院化は, 風 の 祭稚 の

伝承 にも大きな影響をお よぼしたと考えられ る｡

4 . 機能神の集配とのかかわり

風 の 祭紀 は富山の不吹堂 に典型的で あ るように , 小飼 の前
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やさら に は各家々 の中などで , また神社に お い て も比較的少

人数で斎行され る場合が多い ｡ それは産土神や氏神で はなく,

鎮風の機能が期待され て い る こ と に~よ る｡ さま ざまな機能 は

災害除けとし て複合的なものもあり
,
こ うした小南に把られ

る神々 は風の祭碓の伝承ともかかわる こ とが考えられ る｡ ま

た機能の結び つ きの み ならず, 小南 における祭柁 の類似性か

らの結びつ きも考えられる｡

たと えば関東平野の久慈川 ･

那珂川, 渡良瀬川 ･ 鬼怒川 に

沿 っ て分布する大杉神社は , 神社合稚の対象ともなるような

小南に和られ るも のが多い ｡
三 輪の大物主神が天狗 の姿で飛

来し
,
暴風雨による難船を防ぎ, 抱癒の流行を防ぐとい われ,

明治年間に講社組織により信仰が盛んにな っ た｡ 大杉神社で

は ｢
'

7 ン パ パ ヤ シ｣ をともなう疫神を送り出す祭礼をしたり
,

神札を配布して ム ラ境や辻に篠竹に はさんで立 て たりす る

(倉林正次
･ 黒川 弘貿 ･ 坪井洋文, 1 9 71) ｡

ま た同じく利根川水系に分布する雷電神社も
,
天王

,
稲荷

,

水神, 庚申, 社日などと同じく機能神とみ られる｡ 鎮座地周

辺で は雷や電から護る神だが
,
そ の外縁で は請雨 の神 へ と変

わ るとい う
｡ 雷電神社の講は埼玉県各地にあり, 農耕儀礼や

通過儀礼などにともなう祈願がなされるが
,
代参によ る 一 時

的勧請で共通 する ( 西角井正慶
･ 倉林正次 ･ 坪井洋文 ･ 藤

井正雄
,

.
19 7 1) ｡

風祭で も田 に神札を立て たり, 神送りが行われ る｡ また関

東地方で の鎮風祈願は, 榛名講によ る榛名神社 へ の代参が広

く行われて い る｡ す なわち鎮風 にお い て も
,
祈雨

,
洪水

,
普

痩
,
雷除けの ため に小南が和られたり

, 代参が受けた神札が

配られたり
, 密教的な祈祷が行われたりす る こ とで , それら

と共通した形態があるo しゝずれも限定的機能神として紀られ

る こ とに もと づくが
,
祭把の 形態の類似から共通の地域に お

しゝて 分布す る こ とが考えられ る｡

5 / 主要社の広域 への展開開始とその影響

風の祭稚は小河で の機能神の祭把と類似 レ ベ ル で あ る に し

て も
,
主要社が広域に展開して おり, 風宮の周囲 に は多く の

主要社がある｡ こ う した主要社が勧請される背景, さら に勧

請された後の主要社は, 同じ鎮風祈願に せよ地域によりさま

ざまな変容をさせ たと考えられる｡

こ う した他地域の神を勧請する こと は, 古くから行われた

ようで ある
｡
47 0 年頃, 木曾谷 の中津川から伊那谷の飯田 に

ぬ け る神坂峠(15 7 0 m) の 麓で , 峠の神 へ の 手向けが始められ

たとい うo こ う した東の荒ぶ る神が支配す る場所で の祭紀 は
,

全 国 で
一

斉に始ま る( 宇野俊
一

, 大石 学, 小林達雄, 佐藤

和彦, 鈴木靖民, 竹 内 誠, 潰田隆士 ,
三 宅 明正編, 1 9 9 1) 0

す なわち
,
それ ぞれの地域 に それぞれ の神が お り, 峠 を越

えるとき にさまざまな神事 が行われて い た｡ 各地の豪族達 が

4
,
5 世 紀 に大和政権に組 み込まれ て い く中で , 大 和 の 三輪氏

族系 の 神 で あ る大物主 を中心 と して 配られ る よ う に な っ た

(鈴木源 一 郎 , 1 9 9 3) ｡

こ の よう に各地で 田 の神や山 の神を絶 っ て い た の か ら
, 釈

た な支配者として勢力を拡張してきた大和政権に よ っ て
,
そ

の 地 の神がもたらされた
｡
主要社が占め る率は東北日本で高

い が
,
それ は こ の時期の大和政権によ る東国経営の進展が 一

因で あるかもしれな い ｡ さら に相対的 に地元 の神の役割が低

下するならば, 限定的な機能神である風神の地位も低下する

こ とが考えられ る｡

6 . 旧期の八幡社勧請とのかかわり

広域に展開した主要社の中でも, 古くか ら最も多く勧請さ

れた社の 一 つ が八幡社で ある｡ 先述のように富山県内にも古

くから勧請され, とく に石川県以西 で は卓越して分布する｡

昭和38 年の神社本庁編 『神社名鑑』 に は, 由緒の明らかな八

幡宮は4 08 社あると い う
｡ 勧請元は , 代表的な八幡社で あ る

宇佐が200 , 石清水が1 46 , 鶴岡が62 で ある｡ とく に
,
石清水

からは石川県以外の全国に勧請されて い る( 中野幡能, 1 9 6 7) 0

八睡社は歴史時代を通じ で性格を変えながら勧請され続けて

きた が
,
宇佐八幡のある大分県内でみれば, 鎌倉時代以前に

集中して お り, 旧期 に全国 に展開した こ とがわか る( 表4) 0

八 幡社の性格とそ の勧請に つ

い て は
,
以下の ような変遷があ

る｡ 八幡宮の祖神は, 半島より

対馬 ･ 壱岐を経て肥前 ･ 筑前 ･

豊前 へ 入 り, ヒ メ 大神に仕え
,

さらに隼人の支配する大隈 に至 っ

たと い う｡ 豊前国山田 ･ 綾幡の

地から宇佐に入り, 群小部落国

家の社を宇佐氏が統合し, こ こ

で仏教 と融合した｡ さ らに蘇我

氏は大和大三輪の大神
･

辛嶋氏

を宇佐に派遣し, 八幡に応神信

表4 八幡宮の大分県内で

の 勧請数の盗塁

第 一 期
奈良以前 1 2

奈良前期 1 9

第二期

奈良後期 8

平安前期 2 9

平安後期 1 3

第三期

鎌倉 2 4

南北 2

室町 2

第四期
戦国 9

江戸 1 8

中酬番能(19 6 7)より

仰を導入した｡ 宇佐社で は古より神語を語る砿女の力が強く

託宣神の性格があり
, ( 柿) 妹が祭紀を, 兄( 弟) が政治を司

る原始的複式酋長制の ヒ メ ･ ヒ コ 制が , 奈 良朝に
〉
も踏襲され

て い たらし い (西郷信綱, 19 8 3) ｡ こ れ は伊勢に おける国家

的祭稚が はじ められた頃 に類似し て い る が
,
さ ら に神亀 二

(72 5) 年に官社八幡宮となり, 天平九(73 7) 年に伊勢, 住吉,

香椎ととも に奉幣を受けるよう になる(中野幡能, 1 9 6 7 ,

1 9 8 3) 0

天平勝宝元(74 9) 年 に は東大寺八幡宮が成立して仏教に近

い 神となり
,
貞観二(8 59) 年に は 石清水八幡宮が行教により

勧請され, 僧侶が司祭す る宮寺とな る( 中野幡能, 1 9 6 7) 0

貞観十 -

(8 6 9) 年 に 皇祖を祭托する祖廟となり, 延喜十六

(91 6) 年に は鴨社をし の ぎ伊勢神宮に次 ぐ国家第二 の 宗麟と

な る(潰田隆士.
･

三宅 明正編, 1 9 9 1) ｡

先 に 清和天皇との関係から源氏が由比浜 に勧請して い たが ,

鎌倉時代に は鶴岡八幡宮が源氏 の氏神とな っ た｡ 諸国 に御家

人 に よ り勧請され る( 中野幡能, 1 9 6 7) ｡ さ ら に元滝 は八幡

宮の 国家第二 の宗廟として の 意識を喚起 させ , 八 幡大菩薩の

霊威を説く絶好 の機会とな っ た｡ 八 幡愚童訓で は元滝 に お け

る八幡大菩薩 の威徳と古今 の朝敵征討 の護国的側面などを説

普
, 石清水 は従来 の 公武偏重か ら庶民を含 ん で の 布薮 へ 転換
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富山県お よび広域の 神社構成と そ の 風の 祭稚 へ の 影響

した(新城敏男, 1 98 3) ｡ 後に郷村制の成立 によ
_
り, 八幡 は

自治的共同体の守護神とされ, 新田や漁村, 水路などの鎮守

に勧請された(中野幡能 ,
1 9 6 7) 0

すな わち八幡社が広く勧請され るようにな っ た の は ,
まず

宇佐で のように 応神信仰が導入されて皇祖神とされ, 国家と

かかわ るように な っ たためゼあ る｡ 次 に 石清水で のよう に,

仏薮とかかわり習合したた め, 神仏混交の時代に各地 に受容

されやすか っ た｡ さら に鶴岡で のよう七武家政権とかかわり,

神功皇后の三韓征伐や元題でq) 神威発揚などで 国家鎮守とし

て の性格を強め, 各地 の鎮守とされたため で ある｡ 八幡社は

東北日本で は西南日本より少な い の は, そ こで は半島や大陸

よりも蝦夷と対略して い た こ とや, そ こ に は八幡の はか に も

鹿島, 香取, 諏訪などの武神があ っ た こ となどが考えられる｡

こ の よう に八幡社は歴史時代を通じて性格を変えながら,

旧期を中心 に勧請されて きた｡ 八幡信仰にも神功皇后による

順風祈願が含まれるが, 鎮風祈願の対象として は性格が異な

る｡ その た め
,
八 幡神が勧請される こと は風 の祭稚の伝承と

は折り合わない こ とも考えられる｡

7 . 新期の神明社勧請とのかかわり

神明社は八幡社同様に多数和られて い るが, 神明社は東海

および北陸以北 の日本海側に多く, また八幡社より新しい 年

代に勧請が急増して い る｡ 神明社の性格とその勧請に つ い て

は
, 以下のような変遷があ る｡

や ま と の お お く に た ま

言胡己によ る伝承で は , 崇神紀六年に天照大神と倭大国魂が,

天 皇の 大殿 の内に並び稚られ, さら に翌年にかけて天照大神
とよす き い りぴめ の み こ と お お た た ね こ

は豊鋤入姫命に託され, 大物主大神は大田田板子を祭主とし,
い ち しの なが お ち

倭大 国魂神は市磯長尾市を祭主として和られた(鳥谷知子,

2 0 0 2) ｡ さ ら に垂仁紀二五年に , 天 照大神を倭姫命に託して

嗣と斎宮を伊勢国に立 て , 翌 々年に は 弓矢と太刀を諸々 の神

社に奉納し
,
時をきめ て お祭りさせ た(宇治谷 孟, 1 9 8 8) 0

記紀の頃に は度々 の 王朝交代があり, およ そ崇神王朝は4 世

紀, 応神王朝は 5 世紀, 継体王朝は 6 世紀 こ ろとされる(金

谷信之,
/
1 9 9 4) ｡ 天照 大神は初 めより祭和が行われたと軍れ

るが
,
応神朝の神は住吉神とされ, さ らに継体王朝で は蘇我

おおか み の み や

氏が応神信仰を八幡神に導入した｡ 大神宮とは天照大神を経

る皇大神宮だけをさすように( 岡田米夫, 1 9 6 0) , 天 照大神

は特別な皇祖神であるた め, 大物主神や八幡神などのように

広く勧請され る こ とは なか っ た｡

一 方伊勢神領は宝亀十
-

(7 8 0) 年まで に伊勢の度会, 多気

飯野の 三郡を はじ め東海道六 ケ 国 に お よび, 建久三(11 9 2)

年ま で に; 御厨, 御薗の荘園が東山道
･ 山陽道 ･ 山陰道 ･ 北

陸道に広がり, 鎌倉末期 に は計四十 ヶ 国に の ぼ っ た｡ しかし

伊勢神領は南北朝から戦国時代にかけて激減し, 天文四(15 3 5)

年に は伊勢
′

･ 伊賀 ･ 尾張 ･ 三 河 ･ 美濃の五 ケ 国の みとな る｡

伊勢神領 で責物進達にあた っ た 口入神主 は, 祈祷もす る御師

に発展し, 文永
･ 弘安年中から は祭神, 神徳, 教化を説くよ

うにな っ た｡ 神領が減 っ
∵

た後も
,
御師は神領に設置された神

明社を中心 に信仰 の維持普及 に つ と め , 享保九(1 7 2 4) 年 に

は師職は615 名, 全国戸数 の自剖ま で が神宮の檀家で あ っ た と

推定され て い る｡

また鎌倉時代末から信仰, 参宮, 社交 金融などの役割を

も つ 伊勢講が組織された｡ 参宮は お よそ農閑期 の春に行われ

たが
,
最大 で4 57 万人 とな る抜け参りが間歌的に繰り返され

た｡ 長享三(1 4 8 9) 年 に は諸国
･ 洛中より, 慶安三(1 6 5 0) 年

に は関東から, 宝永二(1 7 0 5) 年 に京都
･ 畿内から, 明和八

(17 7 1) 年に は関東以西から, 文政十三(1 8 3 0) 年は 近畿以西

から, 安政 二(18 5 5) 年に は伊勢から, 慶応三(1 8 6 7) 年 に は

東海
,
近畿

,
四 国からの大規模な抜け参りがあ っ た( 岡田米

夫, 1 9 6 0) 0

す なわち神明社が勧請された の は ,
ま ず伊勢神宮は神社と

して の性格が明確で あ っ た こ とに よる｡ 八幡神の本地 は阿弥

陀如来
,
伊勢大神の本地 は大日如来とされた にもかかわらず,

か み

伊勢は八幡と異なり, 神明そ のもの に特色があ っ た. さら に

鎌倉末以降の御師や伊勢講の活動により, 伊勢は最も代表的

な参詣先で あ っ た こ とがかかわる｡ 伊勢講によ る参宮の機会

により
,
神明社の勧請が進んだもの と考えられる｡

神明社の分布は東海と北陸以北の日本海側で卓越す るが,

それは東北日本で は西南日本よりも主要社を勧請する ことが

多く ,
とく に鎌倉末以降でも新た に開かれた土地 に は, 神明

社が展開する余地があ っ た こ とがかかわると考えられる. 神

明 は代表的な神として
,
ま た稲作の神として この穀倉地帯に

新たに勧請された｡ 比較的新し い開拓とは自然条件が厳し い

こ とを示して お り, そ こで は災害除けと い う点から, 鎮風 の

祭和もまたかかわ るもの と考えられ る
`

｡

Vl おわりに

本論で は地域的また全国的な神社分布の および現在に至る

変遷を明らか にし, それ に もと づ い て風の祭絶とのかかわり

を分析した｡ それ に より以下のような成果が得られた｡

まず富山県を例にす ると, 勧請された主要社の間でも分布

の相異が明瞭で , 神明杜の場合に は扇央や扇頂などや沖横地

などに多く , 八幡社の場合は山麓や山間地 に多くみられる｡

八幡社が古くから勧請されたの に対し, 神明社は後世にな っ

て勧請されて おり
,
勧請先の中心 は扇状地部分に移 っ たこ と

を示して い るが, 風宮が多い 地域に隣接して い る｡

全国 的に分布する主要社も, 稲荷社 ･ 諏訪社
･ 八幡社 ･ 熊

野社 ･ 天満宮などは山地 に多く, 八 坂社 ･ 神明社は平地 に多

く
,
ま た稲荷社は都市部にも多い などの傾向がみられ る｡ さ

ら に地域 に お ける主要社の構成にも類似型があり, それらの

分布は地域的なまとまりがみられ る｡ す なわち, 1) 稲荷社

( ･ 八 幡社) 型 は東北以北と南関東, 東海, 大阪などに, 2)

八坂社 ( ･ 稲荷社) 型 は 北関東に, 3 ) 八 幡社中心型 は北陸

以西 に , 4) 天満宮中心型 は九州 に , 5 ) 神明社 (
･ 諏訪社 ･

八幡社) 型 は中部地方 であ る｡ 風祭りの全国的な分布地域と

は
, 神明型 が中部地方 の とく に東部で よく対応す る が, そ こ

は諏訪社の 多い 地域 でもある ｡ また八坂型 は北関東で , 天満

型もとく に九州北部で対応 が み られ る｡

神 社また他 の示教諸施設などの全国的な分布に つ い て の 比

-
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較によれば, 風の祭和が多く行われ る地域は , 神社の轡度が

絶対的にも相対的にも高い 地域と対応して い る｡ 地 方的な神

社の分布地域と対応がみられる場合があるが, こ うした神社

も兵通の自然的基盤の地域内で勧請され て お り
,
災害除けの

機能などが求められて い る点で は
, 風宮と共通す ると ころが

ある
｡
そうした中で風神と類似性が高い の は 山の神で あ るが,

山岳にある宗教諸施設は修験の要素が強く, 寺院化する中で

風の祭面巳とは異質な要素を強めたと考えられ る｡ ま た機能神

は小南た紀られ る こ とが多く ,
そ こ で の祭紀 の形態吐 現在

みられる･よ うな風の祭死 の場合と共通するも のがあり, 相互

に変質しあう こ とが考えられ る｡

現在分布して い る主要社も
,_
本源と目され る地などから勧

請され さまざまな変遷を経て草た｡ も ともと地元 の神々 を

示巳っ て い たと こ ろに, 新たに渡来の神々 を迎え入れる こ とば,

大和政権の進展により本格化するよう になり, 地毛氏からの変

容を含め て勧請神は東北日本に多く展開し
,
風 の祭紀 のよう

な地元の神々 の祭りは変質した こ とが考えられ る.

主要社が各地 に勧請され る中で八幡社は, 皇祖神として ,

習合神として , 武神としてなどのさまざまな要素により, 村々

の鎮守として広く受容された｡ 主要社は新たな為政者が導入

す る こ とも多く
,
鎌倉で は八幡社が, 江戸で は 日枝社が, 加

賀で は 天満宮が面巳られた｡ 神社 は神領や氏神として世俗と結

びつ く の で
, 新たな支配者は旧勢力と結びつ く神で なく, 演

来め神を勧請する こ と に なる｡ それら は風の祭紀 のような住

民 によ る在来の祭示巳に影響す る こ とも考えられ る｡

神明社は諸神の首座として
,
ま た講などによ る参宮を通し

て
, 広が っ た｡ よ り後世 に, それ まで神社の少な か っ た地域

か み

に勧請が進められた｡ 神明 で ある こ とから, それま で の カ ミ

を紀 る社を, 神明社とよ ぶよう にな っ た ことも考えられ る｡

ま た東北日本日本海側で は日宮や火宮も多く
,
冬季寡照 の地

で の太陽神 へ の期待
'

t い う
, 機能的な意味で の勧請も考えら

れ る
｡ 神明社と八幡社の分布は , 越中

.
･ 加賀間の差異が大き

い
一

方, 富山藩領 ･ 加賀藩領間の差異 は小さ い の で, い ずれ

にせよ藩政期の社寺政策以前の要因による｡ 新た に開発され

た地 で の 災害除けの必要性から は
,
鎮風祈願との関連も考え

られる
｡

な お他の主要社で も, 山岳に緑の深 い熊野社は東北に多く,

古くからある山岳信仰からの変容も考えられ る｡ 諏訪社は長

野周辺から新潟の信濃川流域に多く
,
共 通の水利圏

,
経済圏

,

文化圏
,
アイデ ン テ ィ テ ィ が形成されて い る こ とが考えられ

る｡ 稲荷社は東北 に多い が, 境内社として御使 い として の狐

が面巳られ る こ とも多 い ｡ 天満宮は九州で八幡社の多い 玄海灘

沿岸を除 い て
,
大事府周辺などに広く分布して お り

,
それま

で に あ っ た天神信仰 に由来す る可能性がある ｡ こ れ らの 主要

社に は , 各地域 に お け る自然条件, 地域固有 の 地祇信仰など

が深くかか わ っ て お り, 風 の 祭示巳に関して もそれらの 勧請 の

影響 は大き い と考えられ る が ,
こ れら の か か わり の検討は今

後 の 課題で あ る｡ ､
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